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紹介内容 

 

 

Ⅰ．本研究の目的 

Ⅱ．建屋内浸水解析コードの整備と解析例 

Ⅲ．基礎水理試験の諸元と試験例 
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１．建屋内浸水解析コード体系の作成 

 耐津波設計・リスク評価の審査のための、建屋内浸水解析

のコード体系を構築する。 

 

２．水槽試験に基づく解析コードの高度化 

 津波防護施設・設備の、津波に対する耐力および機能限界

（水密性）を把握すると共に、試験結果と解析結果を比較す

る事より解析コードの高度化を図り、耐津波設計・リスク評

価の審査の信頼性を高める。 
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Ⅰ 本研究の目的 



原子炉建屋 
タービン建屋 

建屋内設備 

防波堤 

防潮堤 

取水塔 
電気設備 
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密
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外
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扉 ポ

ン
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盤 

海水ポンプ 

建屋外設備 

隣接河川 河川遡上 

土砂移動・堆積 

漂流物 
敷地外設備 

避難経路 
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津波発生 海上伝播 陸上遡上 陸上遡上 

建屋浸入 
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屋外構造物浸入 
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避難経路 
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（１）評価対象 



地震発生 

津波発生 

伝播解析 

陸上遡上伝播解析、管路解析 

境界条件への影響 

建屋内浸水解析 

動的/電気品 静的 

浸水評価 構造解析 

境界条件に影響しうる 

設備の構造解析 

現象 空間 
津
波
発
生 

コード 

海
上
伝
播 

解析手順 

任意地点の水位と力（動圧/波圧） 

沖合50m水深点における波高 

境界条件への影響 

境界条件に影響しうる 

設備の構造解析 

任意区画の浸水量/浸水深/動水圧 

対象行為 

ハ
ザ
ー
ド
解
析 

構
造
設
計
・フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
解
析 

動的/電気品 静的 

浸水評価 構造解析 

解析結果 

解析結果 解析結果 

解析結果 

評価結果 解析結果 

SANNAMI （JNES） 2D伝播 水位○ ○ 適用例1 参照 

TUNAMI（汎用） 2D伝播 水位○ ○ 適用例2 参照 

コード名 機能 

要求機能 
JNES 
保有 

備考 

設計 PSA 

（SANNAMI） （JNES） 1D管路 ○ 

SANNAMI （JNES） 2D遡上 ○（水位） ○（水位） ○ 適用例1参照 

FINAS/CFD（汎用） 3D遡上 ○？（水位、波力） ○（水位、波力） 

○ 適用例2参照 
管路 ○？（水位、波力） ○（水位、波力） 

CADMAS-SURF（汎用） 3D遡上 ○？（水位、波力） ○（水位、波力） 

○ 適用例3参照 
管路 △？（水位、波力） ○（水位、波力） 

STREAM（汎用） 3D遡上 △？（水位、波力） ○（水位、波力） 

適用例4参照 
管路 △？（水位、波力） ○（水位、波力） 

FINAS/STAR（汎用）   非線形構造 ○ 

ABAQUS（汎用） 線形・非線形構造 ○ 

NASTRAN（汎用） 

UDEC（汎用） 有限差分法 ○ 

FINAS/CFD（汎用） 3D浸水 △（水位、波力） ○ 

CADMAS-SURF（汎用） 3D浸水 ○ 

STREAM（汎用） 3D浸水 ○（水位、波力） 適用例4参照 

FINAS/STAR（汎用）  非線形構造 ○ 

ABAQUS（汎用） 線形・非線形構造 ○ 

NASTRAN（汎用） 

UDEC（汎用） 有限差分法 ○ 

FINAS/STAR（汎用）  非線形構造 ○ 

ABAQUS（汎用） 線形・非線形構造 ○ 

NASTRAN（汎用） 

UDEC（汎用） 有限差分法 ○ 

断
層 

海 

敷
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外 

敷
地
内 建

屋
浸
入 

河川遡上 

敷地外設備 

浸入・浸水 

避難経路 
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機
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、 

器
材
等
浸
入
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水 

屋外構造物浸入 

機械・電気設備、 

器材等浸入・浸水 

陸
上
遡
上 

4 

（２）解析手順とコードの関係 
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（３）水槽試験と解析コード高度化の工程 

年度 研究内容 対象 検討事項 

H24 基礎水理試験 防潮堤 
津波の波力特性
及びばらつき 

H25 大規模水理試験 

防潮堤 耐力 

水密扉 
機能限界 
（水密性） 

H26
～ 

解析コードの 
高度化 

防潮堤、水密扉 解析精度 



建屋内への浸水模式図 

原子炉建屋 タービン建屋 

外部扉 

ポンプ 貫通部 盤 

外部扉 

内部扉 
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（１）諸元 

３．タービン建屋の諸元と解析例 



大物搬入口 

サービス建屋入口 

ルーバ 

階段 機器ハッチ 

開口部 

サービス 
建屋入口 

大物搬
入口 

機器ハッチ 

ルーバ 

D/G室への
浸水あり 

バッテリ室へ
の浸水無し 

１階 
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（２）解析例 

浸水経路 



1階 

中地下1階 
地下1階 

大物搬入口 

サービス 
建屋入口 

機器ハッチ 
（地上面の開口部） 

ルーバ 

地下1階 

1階 

大物搬入口における時刻歴水位 

動画再生範囲 

ルーバ部における津波水位時刻歴 

動画再生範囲 
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（２）解析例 

水位と浸水範囲 



小型水路 
(幅90cm×100m) 

■試験装置及び試験模型 

防潮堤模型 ：縮尺比約1/30 

高さ400mm（実際の防潮堤
高さを12～15mと仮定） 

計測：波高、流速、波圧 
（モルタル） 

■試験ケース 

①地形 ②波高（実波高） 
③初期水位 

（実水位） 
④壁体位置 

護岸 

有・無 

１６．６ｃｍ（５ｍ） 

３３．３ｃｍ（１０ｍ） 
０ｃｍ（０ｍ） 

０ｍ（０ｍ） 

６．７ｍ（１００ｍ） 

２ケース ２ケース １ケース ２ケース 

（）は実換算 

Ⅲ 基礎水理試験の諸元と試験例 
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波高 波高 

この位置で津波10cm 
実換算約3.0m 

この位置で津波20cm 
実換算約6.0m 

■試験動画 
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